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1. はじめに 

視線は，対人コミュニケーションにおいて重要な

役割を持っており，会話開始の合図や発話権の譲渡

等，対話を円滑に進める役割を果たしている[1]．石

井らはエージェントが適度な割合で「凝視」「視線外

し」「曖昧注視」を行うことで，発話が促進されるこ

とを示した[2]． 

また視線は人間の性格特性と密接に結びついてお

り，例えば内向的な人は，相手の目を見ず，相手と

のアイコンタクトを避ける傾向があるとされている

[3]．筆者の先行研究[4]では外向性に相関があるとさ

れる特性シャイネス尺度によって実験参加者を 2 分

し，実験を行った結果，シャイな人はシャイでない

人よりも対話時のストレスが高くなり，エージェン

トへの親近感が低くなることが示された． 

筆者の卒業研究では，内向的な人にエージェント

との対話時のストレスを低く評されるエージェント

の視線モデルの開発を目的とし，「模倣モデル」を作

成した．模倣モデルは，エージェントの実験参加者

への凝視割合を実験参加者のエージェントへの凝視

割合と同等にし，実験参加者にリアルタイムで適応

する視線モデルである．模倣モデルと日本人モデル

[2]，凝視モデル(視線行動を行わず常に凝視)を比較

した結果，模倣モデルは他の 2 モデルより，内向的

な実験参加者に「対話時のストレス」を低く，「エー

ジェントへの親近感」を高く評価された． 

本研究は模倣モデルを使用し，擬人化エージェン

トとの 2 者対話を通して，内向的な人の対話相手へ

の凝視割合の向上させる対話システムの開発と評価

を目的とする．内向的な人の対話相手の目を見ず，

アイコンタクトを避ける傾向は，面接などの場で，

「自信がない」，「やる気が感じられない」と見ら

れ，低評価に繋がってしまう可能性が考えられるた

めである[5]．エージェントと継続的な対話実験を行

い，エージェントの実験参加者への凝視割合を段階

的に上昇させる．これにより同調傾向[6]による，内

向的な人のエージェントへの凝視割合の向上を期待

する．同調傾向とは対話相手にノンバーバルコミュ

ニケーションを同調させることで，コミュニケーシ

ョンを円滑に進めようとする傾向である． 

仮説は「回を重ねるごとにエージェントの実験参

加者への凝視割合を上昇させることで，実験参加者

のエージェントへの凝視割合が向上する」とした． 

 

2. 使用エージェント 

エージェントの外見を図 1に示す．開発は，Unity 

ver20192.0f1 を用い，C#で行った．実験中の対話方

法は Wizard of Oz 法を用いた． 

またエージェントの視線モデルには卒業研究で作

成した模倣モデルを実装した．模倣モデルは，直近

15 秒の実験参加者のエージェントへの凝視割合を

基に，視線行動の遷移確率，継続時間を決定する．

模倣モデルの遷移図を図 2に示す． 

 

 
図 1 実験に使用したエージェント 

 

 

図 2 模倣モデルの視線行動の遷移図 

 

3. 実験 

エージェントと 5 週間にわたり，週 2 回，計 10

回の対話実験を行った．各対話実験後にエージェン

トとの対話に関するアンケートに回答してもらい，

その後口頭でのアンケートを行い，また対話実験中

の実験参加者の線情報をアイトラッカーで取得しエ

ージェントへの凝視割合を計測した．対話実験の話

題にはコンセンサスゲームを使用した．なお，第 1

回はエージェントに慣れてもらう回とし，自己紹介

や簡単な雑談を行ったため，分析の対象外とした． 

実験参加者は 20~24歳の内向的な日本人 8名(男性

7 名，女性 1 名)であった．事前に Big Five 尺度アン

ケートに回答してもらい，外向性低群に分類された

人にのみを実験参加者とした． 
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実験では，回を重ねるごとにエージェントの実験

参加者への凝視割合を上昇させた．第 2 回は模倣モ

デルを使用し，第 3 回から第 8 回にかけて 6 段階で

エージェントの実験参加者への凝視割合を上昇させ

た．また回を重ねることによる慣れ等の影響で実験

参加者のエージェントへの凝視割合に向上傾向，低

下傾向が見られる可能性がある．そのため第 9，10

回ではエージェントの実験参加者への凝視割合を下

降させた．これにより第 8 回まで見られた傾向が，

第 9，10 回には見られなくなった場合，それは，回

を重ねたことが原因ではなく，エージェントの実験

参加者への凝視割合の上昇が原因である可能性を示

すことが出来ると考える． 

 

4. 結果と考察 

実験参加者 8 名中 5 名にエージェントへの凝視割

合の向上傾向が見られた．向上は最低値が 10.4％，

最高値が 20％であった．しかし向上傾向が見られた

のは途中回までであり，5 名中 4 名は上昇傾向が低

下傾向に変化し最低 10.6％，最高 22.7％の低下が見

られた．例として実験参加者 2 名のエージェントと

実験参加者の凝視割合を図 3，4 に示す． 

実験参加者のエージェントへの凝視割合が向上し

た原因は，同調傾向によるものだと考える．図 3 の

実験参加者でいうと，第 2 回から第 8 回まで，図 4

では，第 6 回までにエージェントの実験参加者への

凝視割合の上昇に伴い，実験参加者のエージェント

への凝視割合が向上している．このことから，実験

参加者がエージェントに同調した可能性があると考

える． 

また実験参加者のエージェントへの凝視割合が低

下した原因は，エージェントの実験参加者の凝視割

合の過度な上昇だと考える．内向的な人はアイコン

タクトを避ける傾向があることから，エージェント

の実験参加者への凝視割合が過度に上昇した結果，

アイコンタクトを避けるため，自身のエージェント

への凝視割合を低下させたと考える． 

加えて第 9，10 回目のエージェントの実験参加者

への凝視割合を下降させた回では，低下傾向の見ら

れた 4 名の実験参加者のエージェントへの凝視割合

に最低 9.8％，最高 19.0％の向上が見られた．これは

エージェントの実験参加者への凝視割合の下降によ

り，アイコンタクトの発生確率が低下したためだと

考える． 

これらの結果より仮説「回を重ねるごとにエージ

ェントの実験参加者への凝視割合を上昇させること

で，実験参加者のエージェントへの凝視割合が向上

する」は一部支持されたと考える． 

 

5. 結論 

内向的な人の相手の目を見ず，アイコンタクトを

避ける傾向は面接などの場で低評価に繋がる可能性

がある．本研究では継続的なエージェントとの対話 

 
図 3 向上傾向が見られた実験参加者 

 

 
図 4 後方傾向が低下傾向に変化したの凝視割合 

 

によって，内向的な人のエージェントへの凝視割

合を向上させる対話システムの開発と検証を行った． 

結果として実験参加者 8 名中 5 名のエージェント

への凝視割合が向上した．しかし，5 名中 4 名はエ

ージェントへの凝視割合が向上後に低下した． 

これらより，本研究の対話システムではエージェン

トの実験参加者への凝視割合の上昇により，内向的

な人のエージェントへの凝視割合の向上を期待でき

る可能性が示唆されたが，持続的な効果は見られず，

エージェントの実験参加者への凝視割合の過度な上

昇は，逆に実験参加者のエージェントへの凝視割合

を低下させる可能性も示唆された． 
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